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西三河生態系ネットワーク形成 ロードマップ 

●新たな里山の姿の検討 

●効率的・効果的な自然の再生 

●里山の保全管理を行う 

新たな経済的な仕組みの検討 

●ものづくりと自然環境の調和・調整

・活発なNPO活動 

・国内でも有数の産業の集積と先進的な環境対策 

・進んだ環境行政 

・人口減少、高齢化が進む山間地域 

・中山間地域における開発 

自然環境 

社会環境 

・東海丘陵要素植物群などの危機 

・二次林の常緑樹林化 

・スギ・ヒノキ人工林の放置 

・竹林の拡大 

・耕作放棄水田の増加 

・生物の生息生育空間の喪失や減少、分断化 

テーマと基本方針 

実現に向けた枠組みと役割分担 

長期的に目指す新しい里山

ビジョンを共有しながら、里山

を持続可能な形で管理してい

くための経済的な仕組みづく

りや、企業の協力を得て、生物

の生息環境を保全・再生しつな

げる、生態系ネットワークの形

成を目指します。 

最先端のものづくりと最先端のエコロジーが好循環する暮らしを目指して

【学術】中部大学、名古屋大学、愛知学泉大学、愛知工業大学、愛知教育大学

【企業】トヨタ自動車株式会社、中日本高速道路株式会社、ソニーイーエムシーエス株式会社

幸田サイト

【農林業関係団体】あいち豊田農業協同組合、豊田森林組合、生活協同組合コープあいち

【NPO等】NPO法人おかざき環境教育フォーラム・わっか、ビオトープ・ネットワーク中部、
名豊エコロードを推進する会、国際ロータリー第 2760 地区社会奉仕委員会、NPO 法
人愛知生物調査会、公益財団法人日本野鳥の会、NPO法人日本ビオトープ協会

【行政】岡崎市、刈谷市、豊田市、安城市、幸田町、愛知県

個人 

○住宅地での樹木の植栽や水辺の

創出 

○農地、民有林での生物への配慮

学術 

○幅広い視点や専門的視点から

のアドバイス 

農林業関係団体 

○農地や森での生物の生息へ

の配慮 

○里山保全に役立つビジネス

NPO等 
○様々な場所での自然の保全や

再生の活動 

○里山を守る仕組みへの協力 

行政 

○公園、道路、公共施設、公有林など

での生物生息空間の保全と創出 

○制度づくり 

企業 

○生物多様性の視点からの敷地

内の緑の質の向上 

○里山保全に役立つビジネス 

多様な主体の協力

①新しい里山ビジョンの共有

・長期的に目指す里山の姿の

検討

②里山・田園の 

生態系ネットワーク形成 

・企業などの緑地を拠点と

した生態系ネットワーク

づくり 

③新たな里山保全の 

仕組みづくり 

・木や竹（バイオマス）

の工業利用 

・環境保全などの付加

価値をつけた農産物

の生産 など 

検討イメージ 

基本方針（検討のポイント）

過去

現在

未来

現状と課題 

経済と自然が両立する、自立循環型の生態環境都市へ 

トンボがくらす水生植物が

豊かな池のネットワーク 

生態系ネットワーク形成のイメージ 

コゲラがくらす里山から 

まちなかへの森のネットワーク

サシバやアカガエルがくらす 

森と水辺のネットワーク 

オオタカがくらす 

森と農地のネットワーク

カヤネズミがくらす

草地のネットワーク

テンがくらす奥山から里山に 

かけての森のネットワーク 

ムササビやアオバズクがくらす 

大木のある森のネットワーク 

新しい里山

生態系ネットワークの形成

生態系ネットワークの分断

里山環境の変化 

工場・事業所や公共施設を活

かした生態系ネットワーク 

経済活動と経済や暮らしの基盤である自然が両立し、コンパクトな区域内で物質・エネル

ギーの自立循環が確保されることによって持続可能な発展を実現する、生態環境都市の形成。

課題 

個別の生物名称は、指標性が高いと考えられたもの


